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西海警察署協議会第１回会議議事概要

日 時 令和５年１月31日（火）14時00分～15時30分

場 所 西海警察署講堂

１ 協議会
関会長 江崎委員 加藤委員 中尾委員 岳野委員

出 席 者 ２ 警察署
原野署長 宮崎副署長 氷室刑事生活安全課長 坂田交通課長

３ 書 記
警務係長

１ 令和５年西海警察署業務運営重点について
署長から、令和５年における西海警察署業務運営重点について、

長崎県警察における基本姿勢及び令和５年運営指針に基づいて業務
を推進する旨説明があった。
(1) 長崎県警察における基本姿勢

県民の期待と信頼に応える力強い警察
～安全で安心な長崎県をめざして～

(2) 令和５年運営指針
会議の状況 ア 犯罪から県民を守る総合的な取組の推進

イ サイバー空間の脅威への的確な対処
ウ 悪質・重要犯罪の徹底検挙と組織犯罪対策の推進
エ 交通死亡事故・重傷事故抑止対策の推進
オ 治安情勢の変化や緊急事態への的確な対処
カ 活力に満ちた魅力ある職場環境の創出

２ 前回会議での協議会の意見に対する推進状況について

署長から、前回協議会における提出意見に対する推進状況につい
て、次のとおり説明があった。
(1) 「ニセ電話詐欺防止対策の更なる推進」について
ア ニセ電話詐欺発生状況
イ 西海警察署管内の自動通話録音（警告）機設置状況
ウ 各種広報媒体を活用した広報啓発活動の実施状況
（ｱ）西海市役所発行の広報紙にニセ電話詐欺被害防止の記事を
掲載した。

(ｲ) 防災無線を利用した広報啓発活動を実施した。
(ｳ) 防犯団体と連携した広報活動を実施した。
(ｴ) 金融機関におけるニセ電話詐欺被害防止キャンペーンを実
施した。

(ｵ) ニセ電話詐欺被害防止のための声掛け広報を実施した。
(ｶ) コンビニエンスストアに対する防犯指導を実施した。
(ｷ) 巡回連絡等を通じた高齢者への防犯指導を実施した。

(2) 「飲酒運転根絶に向けた対策の推進」について
ア 県下一斉飲酒取締りを実施するなど交通指導取締りを強化した。
イ 街頭における交通監視やパトカーのレッド走行などの街頭活
動を強化した。
ウ 参加体験型交通安全教室や年末の交通安全県民運動における



防災無線による広報など各種広報を通じた未然防止活動を実施
した。

３ 令和４年10月から12月までの業務重点推進結果について
署長から、次のとおり説明があった。

(1) 各種犯罪抑止対策の推進
ア 刑法犯発生状況
(ｱ) 令和４年10月～12月
(ｲ) 令和４年１月～12月

イ 各種犯罪抑止対策の状況
(ｱ) 各種施策
○ 犯罪なく３ば運動モデル地区における高齢者対象の防犯
指導の実施
○ 各交番、駐在所員等による高齢者を対象とした防犯講話
の実施
○ 小学校や保育園における児童及び園児を対象とした各種
事故防止に係る講話の実施

○ 高齢者施設における防犯講話の実施
○ ＪＡ長崎せいひ西彼支店における強盗対応訓練の実施

(ｲ) キャンペーン、広報活動等
○ 西海市防犯協会、青パト団体と合同による西海市内防犯
パレードの実施
○ 年金支給日におけるニセ電話詐欺被害等防止キャンペー
ンの実施

○ ときわ台小学校におけるあいさつ運動
○ 西海市防災行政無線放送を利用したニセ電話詐欺被害防
止を主とした犯罪抑止広報活動

(2) 高齢者の交通事故防止
ア 交通人身事故発生状況
イ 高齢者の交通事故防止対策
(ｱ) 高齢者を対象とした参加体験型交通安全教室の開催
(ｲ) 高齢者宅への訪問活動
(ｳ) 交通安全パレードや交通安全チラシの配布等による交通事
故防止の呼び掛け

(ｴ) 交差点関連の交通違反取締りの強化
(ｵ) 街頭活動の強化

ウ 高齢者が関連する交通人身事故発生状況
(3) 国際テロ等の未然防止対策
ア 沿岸警戒の強化
イ 関係機関との連携

(4) コンビニエンスストア、金融機関等に対する警戒の強化
ア 交番駐在所勤務員、パトカー勤務員による立ち寄り警戒活動
の強化

イ 緊急配備訓練

４ 業務重点推進計画について
署長から、次のとおり説明があった。

(1) 窃盗被害予防対策の推進
(2) 高齢者の交通事故防止
(3) 管内に居住する外国人に対する防犯指導等
(4) 街頭活動の強化



５ 速度取締り指針について
交通課長から、次のとおり説明があった。

(1) 西海警察署の速度取締り重点
(2) 西海警察署管内における交通人身事故実態
(3) その他の交通指導取締り要点

１ ニセ電話詐欺等各種犯罪に対する防犯指導・広報の強化について
ニュースなどで話題になっているニセ電話詐欺や強盗事件など各

種犯罪について、防犯指導・広報が重要だと思われることから、ニ
提 出 意 見 セ電話詐欺等各種犯罪に対する防犯指導・広報を強化してもらいたい。

２ 見せる警戒警らの強化について
赤色灯をつけてのパトロール活動は、犯罪抑止に非常に効果があ

ると思われることから、見せる警戒警らを強化してもらいたい。


